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前
回
の
ま
ち
協
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
、「
赤
間

神
宮
の
歩
み
」
を
聞
く
会
に
お
い
て
、
水
野
直
房
名
誉
宮

司
か
ら
、「
山
口
県
内
の
皇
室
陵
墓
に
つ
い
て
」
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
山
口
県
内
に
は
四
つ
の
皇
室
陵
墓
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
二
つ
も
中
東
地
区
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
様
、散
歩
が
て
ら
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
一
、
安
徳
天
皇
阿
弥
陀
寺
陵
（
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町
）

第
八
十
一
代
安
徳
天
皇
は
、
平
清
盛
の
孫
で
あ
り
、
源
平

壇
ノ
浦
の
合
戦
で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
建
久
二
年
、
皇
怨

霊
鎮
謝
と
後
白
河
上
皇
病
気
平
癒
を
祈
祷
の
為
、
長
門
国

に
一
堂
を
建
立
、
幼
帝
御
尊
像
を
安
置
さ
れ
ま
す
。
長
門

国
阿
弥
陀
寺
中
央
の
御
廟
天
皇
殿
を
墳
丘
上
に
造
立
し
て

向
っ
て
右
側
に
本
堂
、
左
側
に
庫
裡
・
方
丈
が
配
さ
れ
ま

す
。
明
治
維
新
を
迎
え
る
や
神
仏
分
離
令
の
も
と
阿
弥
陀

寺
は
廃
さ
れ
一
先
ず
天
皇
殿
を
神
殿
と
し
、
明
治
八
年
十

月
七
日
、
地
名
に
よ
り
赤
間
宮
と
し
、
官
幣
中
社
に
列
せ

ら
れ
明
治
十
三
年
本
堂
跡
に
社
殿
を
造
営
、
天
皇
殿
を
解

き
、
安
徳
天
皇
御
尊
像
を
赤
間
宮
本
殿
に
収
め
た
る
を
以

て
、
天
皇
殿
跡
地
に
墳
丘
建
立
。
明
治
二
十
二
年
七
月
二

十
五
日
漸
く
安
徳
天
皇
阿
弥
陀
寺
陵
を
治
定
せ
ら
れ
ま
し

た
。
当
初
は
木
柵
な
る
も
、
や
が
て
土
塀
に
改
め
、
漸
く

昭
和
四
十
三
年
折
し
も
明
治
維
新
百
年
を
迎
え
土
塀
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
、
亀
山
天
皇
皇
孫
　
尊
観
親
王
墓
（
下
関
市
南
部
町
・

専
念
寺
境
内
）
第
九
十
代
亀
山
天
皇
の
皇
孫
で
あ
り
、
一

遍
上
人
の
提
唱
せ
ら
れ
た
「
時
宗
」
に
帰
依
、
遊
行
念
仏

を
全
国
に
お
弘
め
に
な
る
為
、
門
跡
総
裁
と
し
て
赤
間
関

に
下
向
せ
ら
れ
、
専
念
寺
に
御
逗
留
中
、
御
病
気
に
て
亡

く
な
ら
れ
、
御
火
葬
御
葬
儀
を
厳
修
し
て
、
寺
域
内
に
五

輪
塔
を
建
立
、
御
墓
所
と
な
り
御
墓
五
輪
塔
の
両
脇
に
は
、

随
行
さ
れ
た
お
坊
様
の
墓
石
が
寄
り
添
っ
て
建
て
ら
れ
て

お
り
ま
す
。（
講
演
内
容
を
一
部
抜
粋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
園
田
八
町
自
治
会
会
長
　
平
田
雅
己

　
令
和
五
年
度 

よ
う
じ
っ
子
夏
ま
つ
り

　
令
和
五 

年
七
月
二
二 

日 

㈯ 

、
養
治
小
学
校
校
庭
グ
ラ
ン
ド
に
於
い

て
「
よ
う
じ
っ
子
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
夏
ま
つ
り
は
、
あ
ら
ゆ
る
パ
ワ
ー
を
集
結
さ
せ
な
い
と

開
催
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
数
年
間
も
夏
ま
つ
り
が
中
断
し
て
い
た
か
ら
な
ん
で

す
。
例
年
は
夏
ま
つ
り
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
経
験
の
あ

る
保
護
者
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
途
切
れ
た
数
年
間
で
、

お
子
さ
ん
が
卒
業
し
て
い
る
な
ど
で
経
験
の
あ
る
保
護
者
が
ほ
ぼ
い

な
い
状
態
で
、
過
去
の
資
料
を
頼
り
に
手
探
り
で
一
つ
ず
つ
確
認
を

し
な
が
ら
積
み
重
ね
て
い
く
作
業
の
繰
り
返
し
。

　
し
か
し
、
熱
い
想
い
を
持
っ
た
保
護
者
は
現
役
の
中
に
も
沢
山
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
執
行
部
を
は
じ
め
、
お
手
伝
い
に
名
乗
り
を
挙
げ
て

い
た
だ
い
た
方
々
も
い
て
役
者
は
揃
い
踏
み
。
「
子
供
た
ち
の
笑
顔

を
み
た
い
」、「
最
高
の
思
い
出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
」、「
地
域
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
そ
し
て
何
よ
り
も
「
よ
う
じ
っ
子

夏
ま
つ
り
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
全
員
の
共
通
認

識
と
し
て
持
ち
続
け
、
緊
張
す
る
な
か
夏
ま
つ
り
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
は
天
候
が
正
直
不
安
で
し
た
が
、
お
日
様
は
私
た
ち
の

味
方
と
な
り
盛
大
に
賑
々
し
く
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
ん
だ
か
ん
だ
色
々
あ
り
ま
し
た
。
で
も
全
部
ひ
っ
く
る

め
て
結
果
オ
ー
ラ
イ
◎
末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
実
行
委
員
会
を
代
表

致
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

心
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
よ
う
じ
っ
子
夏
ま
つ
り 

実
行
委
員
長 

林 

吾
郎

　
亀
山
八
幡
宮
花
火
大
会
に
寄
せ
て

　
昭
和
二
十
九
年
七
月
三
十
日
に
関
門
海
峡
の
夜
空

を
彩
る
「
亀
山
さ
ん
の
花
火
」
と
し
て
氏
子
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
て
い
る
花
火
が
打
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

正
式
名
を
「
亀
山
八
幡
宮
夏
越
祭
花
火
大
会
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
神
社
が
花
火
大

会
を
催
す
事
は
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
く
、
宮
司
や

総
代
の
御
尽
力
に
依
り
有
志
の
御
協
力
で
現
在
の
様

な
各
氏
子
町
内
の
応
援
の
元
、
安
全
で
盛
大
な
大
会

が
開
催
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
、
三
菱
重
工
業
本

社
ビ
ル
爆
破
事
件
で
一
変
、
火
薬
が
使
用
禁
止
と
な

り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
宮
司
や

有
志
の
皆
様
の
力
添
え
で
四
年
後
に
復
活
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
今
般
の
諸
事
情
を
考
え
る
時
、
い
つ

迄
も
「
亀
山
さ
ん
の
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

様
に
平
和
と
安
寧
を
氏
神
様
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
田
中
町
自
治
会
会
長
　
出
來
　
甫

幸町公園前交差点の安全対策について

　中東まちづくり協議会では、複数の地域にまたがる地域課題の解決に向けて、積極的
に貢献できるよう努めているところであります。そこで、このたび、下関市幸町公園（幸町
21－1付近）前の四差路を通行する車両並びに歩行者の危険性を指摘されていたことか
ら、道路管理者へ改善を申し入れました。

　その結果、６月３０日に交通安全担当（下関署交通総務課）、道路管理者（下関市道路
河川建設課）並びに地元自治会の三者が現地で立ち合い、当面の対策として「東西に
延びる道路を起点に交差点内に白線表示を施し、通行車両に徐行等安全注意喚起を
行う」方法を採用することとなりました。

　この対策は、今年度内に道路管理者が施工することとなり、実施後も引き続き観測を続
け、状況によっては、更なる対応も検討することとなりました。

　地元からは「道路標識」「道路標示」等の要望が出されましたが、下関署があらかじめ調
査した交通量とか車両通行速度などをふまえ、上記交通安全担当から提案された安全
対策を採用することとなりました。

中東地区まちづくり協議会

内山和章

からと子ども食堂「縁」活動報告
　昔、日本は飽食と呼ばれる時代がありまし
た。食べ物に不足がなく、食べたいと思った物
を手に入れられる状態を指します。
今現在では、様々な状況から、無理が生じてい
ます。この地域に「子ども食堂」ができた事を
とても嬉しく思いました。
食事をしている時に、一人の女の子が、「これ
家で食べたことない！何？」と聞
かれました。世代と共に食べる嗜
好も変わってきています。これは
○○と言うのよ。と説明すると、
おいしい!!とにこにこして食べてく
れました。子どもさんと一緒に来
られるお母さん
方、地域の方、ま
ち協の方等、ス
タッフも世代を超
えて交流していま
す。最近は楽しそ
うな笑い声や、お
しゃべりも増えた

開催日時：毎月第 2木曜日 16 時～ 18 時（食事提供 17時～）
開催場所：教法寺（赤間町）
参　加　費：中学生以下  無料・高校生以上  300 円
申　込　先：中東地区まちづくり協議会事務局
電話・FAX：083-250-8380（月・水・金　9:00 ～ 14:00）

えん

様に感じます。おいしい食事はもちろんの事、
子どもさんを中心とした楽しい「居場所」とな
る様に、微力ながら、お手伝いさせて頂きたい
と思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　勝島啓子

環境・防災対策部会 SDGs第２弾　下関市高潮ハザードマップの見方・利用の仕方
日時：令和５年11月26日(日)　午後２時～
場所：赤間神宮　龍宮殿

申　込　先：中東地区まちづくり協議会事務局
電話・FAX：083-250-8380（月・水・金　9:00 ～ 14:00）

先般9月3日に行う予定でしたが、諸事情により
上記日程に変更させて頂きました。
自治会にも広く告知をいたします。
ご了承下さい。ご参加お待ちしております。

※申込をされた参加者には、
　防災グッズをプレゼント
　いたします。

夏　ま　つ　り中東地区中
東
地
区
の
皇
室
陵
墓
に
つ
い
て

「
赤
間
神
宮
の
歩
み
」
を
聞
く
会

お
問
い
合
わ
せ
先
：
赤
間
神
宮
龍
宮
殿

　
　
　
　
　
☎
二
三
一―

四
一
三
二

　
椋
野
供
養
盆
踊
り
大
会

　
八
月
十
四
日
、
三
年
ぶ
り
に
「
椋

野
供
養
盆
踊
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
朝
か
ら
、
実
行
委
員
会
の
方
が
三

年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
段

取
り
の
良
さ
で
、
着
々
と
会
場
が
出
来
上
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
子
供
会
の
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
達
も
、
手
作

り
の
折
り
紙
を
た
く
さ
ん
笹
の
葉
に
飾
り
つ
け
ま
し

た
。
開
催
の
合
図
の
花
火
も
上
が
り
、
焼
き
鳥
や
た
こ

焼
き
の
美
味
し
い
に
お
い
の
漂
う
な
か
、
に
ぎ
や
か
に

盆
踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
さ
れ
た
親
子

の
方
が
、
「
頑
張
っ
て
踊
る
と
抽
選
券
が
も
ら
え
る
の

で
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
達
も

自
分
の
お
小
遣
い
で
で
き
る
ゲ
ー
ム
や
食
べ
る
も
の
も

買
え
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
十
年
前
は
、
我
が
子
と
屋
台
を
出
し
て
、
汗
を

流
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
小
学
生
の
孫
た
ち
と
か
き

氷
を
売
り
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
い
お
祭
り
で
、
参
加

者
は
な
ん
と
三
百
人
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
抽
選
券
の

商
品
は
大
好
評
で
し
た
。
来
年
も
み
ん
な
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
　
中
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
顧
問
　
坂
本
は
る
み


